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デー タベースは、わが 国の情報化 の進展上 、重要 な役割 を果 たす もの と期待 され て

い る。今後、デ ー タベ ースの普及 によ り、わが 国において健全 な高度情報化社会 の形

成 が期待 される。さ らに海外 に対 して提供可能 なデータベ ースの整備 は、国際 的 な情

報化へ の貢献 お よび 自由 な情報流通 の確保 の観点 か らも必 要である。 しか しなが ら、

現在 わが国で流通 してい るデータベースの中でわが国独 自の ものは3/1に す ぎない

のが現状 であ り、わが国デ ー タベ ースサ ー ビス ひい てはバ ラ ンスあ る情報産業 の健全

な発展 を図るため には、わが 国独 自のデータベ ースの構築お よびデー タベ ース関連技

術 の研究 開発 を協力 に促進 し、 デー タベ ースの拡充 を図 る必 要があ る。

この ような要請 に応 えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターでは 日本 自転車振興

会か ら機械工業振興資金 の交付 を受 けて、デー タベ ースの構築 お よび技術 開発 につい

て民 間企業、団体等 に対 して委託事業 を実施 してい る。委託事 業の内容 は、社会 的、経

済的、国際的 に重要 で、また地域お よび産業の発 展の促進 に寄与 する と考 え られ てい

るデータベ ースの構 築 とデ ータベ ース作成 の効率化 、流通 の促進、利用 の 円滑化 ・容

易化 な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術 である。

本事業 の推進 に当って、当財 団に学識経験者 の方 々で構成 されるデー タベ ース構築 ・

技術 開発促進委 員会(委 員長 東海大 学教授 上條 史彦氏)を 設置 してい る。

この 「十勝毎 日新 聞記事 デー タベ ース構築」は、平成10年 度 のデー タベース構築

促 進お よび技術 開発 促進事 業 と して実施 した課題 の一つで、 当財 団が株式 会社 ケ ー

シーズ に対 して委託 実施 した ものである。この成果 が、デー タベースに興味 をお持 ち

の方 々や諸分野 の皆様 方 のお役 に立 てば幸 いである。

なお、平成10年 度 のデー タベースの構築促進 お よび技術 開発促進事業 で実施 した

課題 は次表 のお と りであ る。

平成11年3月

財 団法人 デー タベ ース振 興セ ンター



平成10年 度 デー タベース構築 ・技術開発促進事業委託課題一覧
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十勝 毎 日新 聞記事 デー タベース構築

1概 要

1.1目 的

十勝地 域 の、最 大情報 源で ある十勝毎 日新 聞の過去 の記事 を、使 いや す いデー タ

ベース に構築す る ことを、 目的 とす る。

最終 目標 は、十勝毎 日新 聞が、80年 にわた って蓄積 してきたす べての新 聞記事 を

デー タベース化す る ことで あるが 、それ に先立 ち、当事業 では、十勝 毎 日新 聞記事 を
一定期間 に限 って、地 域政治 ・産業 ・流通 ・暮 らし ・文化交流等 を、円滑 にす るため

の、データベース構築 をす る ことを、 目的 とす る。 さ らに、 この事業 を通 して、デー

タベース構築 の、さま ざまな問題点 を明 らかに し、そ の解 決策 と、今後 の課題 を も、検

討す る ことを も、 あわ せて 目的 とす る。

当事業 は、北海 道 ・十勝 地域で、高度情報化社会 に不 可欠なデー タベース構築 を、

行 った事業 であ る。デー タベース は、十勝毎 日新 聞記事で 、構築 した。十勝 毎 日新 聞

は、帯広 に本社 を置 く、80年 の歴史 を有す る、地域新 聞で ある。十勝 地域で は、部

数8万3000部 の、部数1位 の主読紙 で もあ る。各家庭 に配布 され る新 聞は、産業

や経済 、地域政治か ら、暮 らしのす みず みまで 、役 立つ 日々の情報源 として、広 く活

用 されてい る。地域 に暮 らす人 々が、情報源 として 、十勝 毎 日新聞紙面 に寄 せ る、期

待 と信頼 は大 きい。

しか し、活用 されて いるのは、 日々の新 聞紙 面であ り、過去 の記事 ともな る と、新

聞縮刷版 も しくは、もし くは図書館等 の保存新 聞原紙 、あるいは新 聞社 に備 え付 け ら

れたマイ クロフィル ム等 を利用す る以外、検 索す る方法のないのが現状で あった。十

勝毎 日新 聞 の過去 の新 聞記事 を、誰 にで も使 え る、データベース として構築す る こと

がで きれ ば、さ らに有 用 な地域 の情報源 として 、さ らには、歴史 的な情報源 として も、

価値 を持つ よ うにな る と、予想 され た。ただ し、新 聞記事 のデ ジタルデー タベース構

築 は、最新 の コン ピュータ機器 と、専用 ソフ トを開発使 用 して も、膨 大な作業 時間 と

コス ト高が 、容 易 に予想 できた。そ のため、新 聞記事 のデータベー ス構築 の試み は、本

格的 に、取 り組 まれ る ことが無か った。

高度情報化社会 にデ ータベース構築 は不可 欠であ り、十勝で は、十勝毎 日新 聞の記

事がデー タベースの情報源 としてふさわ しい と判 断 し、今回、 これ を使 って、期 間を

限定 し、新 聞記事のデ ータベース構築事業 に、取 り組む ことに した。市販 の コン ピュー

タ機器 、市 販の ソフ トウェアを用 いて、新聞記事のデー タベース構築 に、障害 となる

問題 の所在 を明 らか にする ことを、 目的 とした。

そ の事業 の、 目的 、実施内容、実施 と問題 点、今後 の課題を、 ここに報告す る。
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1.2実 施 内 容

1.2.1デ ー タ ベ ー ス 構 築

当事業で は、1997年1月 か ら12月 まで の十勝毎 日新 聞紙 面 を用 いて、データ

ベース のデ ジタル画像化 を行 った。地域新 聞のデー タベース を構築 し、全文検 索 を可

能 にさせ るため に、次 の工程が必要 であ り、 当事業 では、それ を、実施 した。

(1)マ イ クロフィルム化

データベース構築 に必要な、所定の新 聞紙面 を撮影 してマイ ク ロフィル ム を作成 した。

十勝 毎 日新 聞社 で は、新 聞紙 面を定 期的 にマイ クロフィルム化 して いるので、当事業

では、1997年1月 か ら12月 分 のマイク ロフィルム を、使用 した。

(2)デ ジ タ ル 画像 化

マイ ク ロ フ ィル ム をTIFF化 して 、デ ジ タル 画 像 化 した 。デ ー タ ベ ー ス の性 能 比較

の た め 、1月 か ら3月 ま で を400dpiで 、2月 か ら12月 まで を200dpiで 、

TIFF化 した 。

(3)デ ジタル テキス トデータ化

デ ジタル画像化 され た、新 聞紙面 の文章部分 を、OCRを 利用 して 、デ ジタルテキス

トデー タ化 した。

(4)イ ンデ ックス作成

作成 したデ ジタルテキス トを元 に、全 文検 索用 のイ ンデ ックス を作成 した。

(5)全 文検 索化

デー タベース構築 された所定の新 聞記事(1997年1月 ～3月)の 、全文検 索 を実

現 した。

(6)試 用

完成 したデータベース構築の全文検 索 を試 用 した。

(7)リ サ ー チ

一般 人 の試 用 に供 しア ンケ ー トを と っ た
。
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実施内容の詳細は以下の通 り

(1)マ イ ク ロ フ ィル ム 化

1997年1月 か ら12月 ま で の 、十 勝 毎 日新 聞紙 面 の マ イ ク ロ フ ィル ム を 、使 用

した 。

(2)デ ジタル画像化

マイ クロフィルムの アナ ログ画像 を、スキ ャニ ング し、TIFFデ ータ化 して、こ

の段 階で、新 聞紙 面の、デ ジタル画像化 をした。当事業 の完 成状況 を予測 して 、比較

検 討出来 るよ うに、デー タ容量 と作 業ス ピー ドを考 慮 し、新 聞紙 面の1997年 の1

月か ら3月 分 を、400dpiでTIFF化 した。2月 か ら12月 分 を、200dp

iでTIFF化 を、行 った。TIFF化 作業 を終えた段階で、性能 比較 を行 った結果、

400dpiが ふさわ しい と判断 し、これ を用いて 、デー タベ ース を構築す る ことに、

決定 した。1月 か ら3月 まで の、3ヶ 月間の400dpi画 像 で、全文検 索 を行 える

よ うにす る と、決定 した。

当事業で は、新聞紙 面 をTIFFデ ータ化す るため の、一連 の システム を、作成 し

た。なぜ な ら、新 聞記事 の分量 は膨 大な量が控 えてお り、データベース構築 の処理 ス

ピー ドを上 げる ことが、重要 である と判 断 したか らで ある。当初 の予測で は、TIF

F化 してデ ジタル画像 を作成す る、この作業が いちばん時間がかか る と思 われ た。そ

のため に、この作業を短縮化す るための一連 システム を、他 の作業 に優 先 して作成 し

た。 しか し、結果的 には、他 の作業 で予想外 の時間がかか った。

(3)デ ジタルテキス トデー タ化

デジタル画像化 した新 聞紙 面の文 章部分 を、OCRを 利用 して、デ ジタルテキス ト

データ化 した。このデジタルテキス トデー タは、全文検 索 のイ ンデ ックス(索 引語)の

元 にな るデー タで ある。

TIFF化 す るためのスキ ャナー は、米サ ンライズ社 の 「SRIP50」 を使用

し、作成 したTIFFデ ータか らテキス トデータを生成す るため のソフ トには、認識 、

精 度等、後 述 の全文検 索エ ンジ ンとの連携等 を考慮 し、市 販の 「パナOCR」 を採用

した。ただ し、新 聞とい う極 めて複 雑な レイアウ トを持つ メデ ィアを効率 良 く処理す

るた めには、若干の機 能不足が あ り、それ らを補完す るツール プ ログラム を作成 し、使

用 した。 この工夫 によ り、大 量のTIFFデ ータか らテキス トデー タを 自動 的に作成

す る ことが可能 にな り、生産効率が 向上 した。

(4)イ ンデ ックス作成

作成 したデ ジタルテキス トを元 に、全文検索用のイ ンデ ックス を作成 した。この作

業段 階では、認識精度 、高速性な どか ら判 断 して、市販 の全文検 索 エ ンジ ン 「パナ リ

サ ーチ」 を使用 した。
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(5)全 文検索化

デー タベース構築 され た新 聞記事 の、全文検 索 を実現 した。1997年1月 か ら3

月 までの400dpiに デジタル画像化 された、十勝毎 日新 聞記事 を元 に、全文検索

可能なデータベース構築 を完成 させた。

(6)試 用

完成 したデータベース の試用 を行 った。新 聞記事 デー タベー スの全文検 索 の、性能

確認 、課題等 を検 討 した。

(7)リ サ ー チ

完 成 した デ ー タ ベ ー ス を一般 人 へ の試 用 に供 し、 リサ ー チ を行 って 、ユ ーザ ー評 価

を得 た 。
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1.2.2ハ ー ド ウ ェ ア 及 び ソ フ トウ ェ ア

上記、実施作業で使用 したハー ドウェア及び ソフ トウェアは、以下の通 り。

(1)ハ ー ドウ ェ アお よ びOS

(A)TIFFデ ー タ作 成 「SRIP50(Pentium150MHz、MEM

64MB、OSWinNT351英 語 版)」

(B)作 業 用 「Pentium150MHzMEM32MHz」 ×1、 「Pent

ium200MHzMEM48MB」 ×2、 「Pentium300MHzMEM

96MB」 ×1

(c)開 発 用 「Pentium166MHzMEM48MB」 ×1、 「Penti

umPro200MHzMEM48MB」 ×1

(D)CD-R作 成 「Pentium90MHzMEM32MB」 ×2

※ いず れ もネ ッ トワー ク環 境'

(2)ソ フ トウ ェ ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

A

B

C

D

E

F

G

H

I

(

(

(

(

(

(

(

(

(

画 像 処 理 ソ フ ト系 「Vidar」 、 「ScanfixＬ

OCRソ フ ト 「パ ナOCR」

全 文検 索 エ ンジ ン 「パ ナ サ ー チ 」

グル ー プ ウ ェ ア 「パ ナ ビオ ス 」

グ ラ フ ィ ック ピュ ア ー 「パ ナ ビ ュア ー 」

イ ン ター ネ ッ トブ ラウザ 「ネ ッ トス ケ ー プ ナ ビゲ ー タ 」

リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス 「オ ラク ル」

テ キ ス トス ク リプ ト言 語 「AWK」

開発 言 語 「VisualBasicDelphi」

1.2.3作 成

新 しく作成 したプ ログラムお よびソフ トは、以下の通 り。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

新 聞専 用 画 像 処 理 ソ フ ト 「リネ マ ー 」

フ ァイ ル 名 チ ェ ッ クス ク リプ ト 「DateCheker」

ペ ー ジ数 チ ェ ッ クス ク リプ ト 「PageChekerＬ

OCR－ 括 処 理 プ ロ グ ラム 「OCRBatchＬ

TIFF・ テ キ ス ト一 括 登 録 プ ロ グ ラム
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新聞 面 ■十勝毎 日新聞記事 でデー

タベ ース構築 を行 った。

↓ ス… ング

峻]⑨ マイク・フ・ルム作成

↓ スー グ
F画像データ作成

↓
　丁 　壁

新聞紙面データ
全文検索サーバ

■1997年1月 か ら12

月 までの既存マ イクロフィ

ルム を使用 した。

■スキ ャニ ングの自動化 ソ

フ トを作 成 した。

■アナ ログ画像 をTIFF

デー タ化 してデジ タル画像

を作成 した。

■デ ジタル画像 の文章部分

をOCRで デ ジタルテキス

トデー タ化 した。

■1997年1月 か ら3月

分の全文検索用の インデ ッ

クス を作成 した。

システム工程図
図11

6



1.3実 施 体 制

/

当事 業 を実 施 す る に あ た り、(株)ケ ー シ ー ズ で は、平 成10年 月 に 、プ ロ ジ ェ ク ト

チ ー ム を結 成 した。 チ ー ム メ ンバ ー は、 デ ィ レ ク ター1名 、 シス テ ム管 理 者1名 、入

力責 任 者1名 、 入 力 業 務 者1名 、計4名 で 、構 成 した。

実 施 にあ た り、 シス テ ム全 般 に 関 して は、九 州松 下 電 器(株)と 連 携 して行 うこ と

と した 。 ま た、 記 事 提 供 に 関 して は 、十 勝 毎 日新 聞社 の全 面 的 な支 援 を得 た。

1.3.1実 施 経 過

・1998年7月21日 委 託 契 約 を締 結 す る

・7月27日 プ ロ ジ ェ ク ト会議 開催

・8月3日 十 勝 毎 日新 聞 マ イ ク ロフ ィル ム よ りス キ ャニ ング開 始

(1997年1月 ～12月 分)

・9月18日 ス キ ャニ ング終 了 デ ジ タル 画像 作 成 開始

・10月30日 ス キ ャニ ングデ ー タ をCD-ROMに 焼 き付 け

(1月 ～3月400dpi2月 ～12月200dpi)

400dpiデ ー タ(1月 ～3月 分)を 全 文検 索 用 に決 定

・11月5日 十 勝 管 内 図書 館 に当事 業紹 介

・11月24日OCRで テ キ ス トデ ー タ読 み込 み 開始

・12月4日 全 文 検 索 で イ ンデ ックス作 成 開始

・1999年2月 デ ー タベ ー ス構築 作 業 終 了

(デ ジ タ ル画像1997年1月 ～12月 分 収 録)

(全 文 検 索1997年1月 ～3月 分)

・2月10日 試 用 運 転 、 ア ンケ ー ト実 施

・2月15日 報 告 書 作 成
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2実 施 と結果

実施 した内容 と効果 、そ の結果 を報 告す る。

2.1実 施 の 詳 細

2.1.1マ イ ク ロ フ ィ ル ム 化

当事業で は、すで に十勝 毎 日新 聞社 で作成 したマイ クロフィル ムを、使用 した。

デー タベース構築 を前提 とした、新 聞紙面 のマイク ロフィルム化作業 の、注意点 を記

す。

新 聞紙面 は、ページによ り、印刷状況 に差 があ るので、それ を考慮 して、撮影 フィル

ムの濃度が一定 にな るよ うに、注意 す る。 とくに、文字部分が鮮明 に表れ るよ うに撮

影す る。スキ ャニ ング作 業 とデ ジタル化(TIFF化)処 理 を前提 と して、撮影 した

フィルムが 、全体 的に均 一な画質 にな るよ うに、注意す る。

※当事 業で は、1997年 の新聞 を使用 したが 、黄 ばみ のあるよ うな古 い新 聞を、デー

タベース化す る場合 は、 この段 階の作業 に、相 当時 間がかか ると予想 された。

2.1.2デ ジ タ ル 画 像 化

(1)マ イ ク ロ フ ィル ム をTIFF化 して 、 デ ジ タ ル 画 像 化 した 。

マ イ ク ロ フ ィル ム 上 の アナ ロ グ画 像 を 、ス キ ャニ ン グ し、TIFFデ ー タ化 して 、 こ

の段 階 で 、デ ジタ ル 画 像化 を した 。デ ー タ容 量 と作 業 ス ピー ドを比 較検 討 す るた め に 、

新 聞紙 面 の

1月 か ら3月 分 を、400dpiでTIFF化 した 。2月 か ら12月 分 を、200d

piでTIFF化 を、 行 っ た。

(2)当 事業で は、新聞紙面 をTIFFデ ータ化 す るた めの、一連 のシステムを、作成

した。

作成 したシステムの内容 は、以下 の通 り。

(A)フ ァイル 名変更 プ ログ ラム

(B)画 像編集 ツール 各種

(C)上 記2つ は、後 に 「リネーマー」 として統合 した

TIFF化 のための システム を作成 したのは、新 聞記事 の分 量は膨 大な量が控 えてお

り、データベース構築 の、処理 ス ピー ドを上 げる ことが 、重要で あると判断 したか ら

で ある。
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当初 の予測で は、 この作業 が、いちばん時間がかか る と判断 した。そ のために、 この

作業 を短 縮化す るための一連 システムを、他 の作業 に優 先 して作成 した。

(3)画 像 ノイズ の除去 には注意 を要 した。

デジタル 画像化 の作業段 階で、後 に控 えて いる文字読 み と り作 業の、OCRの 確 率 を

高 めるため に、画像 の ノイズ(ゴ ミ)を 、 目視で除去 した。

必要以上 に ノイズ除去 す る と、ひ らかな の濁点や漢字 の点 まで も除去 して しまった り、

写真 が汚 くな るので 、全文検索時 のOCRの 確率 を高めつつ、かつ 、イメージ画像 を

閲覧す る時の高 品位 を保 つべ く、マ ンパ ワーの 目視 によ る、スキ ャニ ングの調整が必

要 であった。

(4)デ ジタル画像 の画 質 には、細心 の注意 を払った。

なぜ な ら、新 聞記事 のデータベースの完成後、閲覧使用す る際の検索 記事 の ヒッ ト率

の高 さ、操作 の容 易 さな どは、すべ てデジタル画像の品質 にかか って くる と、判断 し

た ためで あ る。

予測 どお り、この作業 が、マ ンパ ワー作業 では、もっ とも時 間を要す る作業であ った。

そ の理 由は、次 の要 因 に拠 る。

TIFF化 処 理 され たデータ形式 は、デ ジタルであるが、最終的 には、全文検 索で閲

覧す る人 には、見 え方 として はアナ ログで ある。データベースの、快適 な使 用状況 を

考 える と、鮮明な画像 が求 め られ る。構築 されたデー タベース を閲覧す る際、鮮 明な

画像 に見 え るよ うに、 デジ タル画像作成 の もっとも初 期 のTIFF化 の作業段 階で、

視認で、画像 の良 し悪 しを、判 断 しな けれ ばな らなか った。

(5)TIFF化 は、画質 の良 し悪 しを決定す る段 階であ った。

しか も、人間の視認判 断 を介 在 させな けれ ばな らない作業で、これが故 に、データベー

ス構築 の、全 工程の完全 自動化 はで きなか った。

※マ ンパ ワーの長時間作業 とい うのが、おおきな問題点 であった。

将来的 には、人間 の視認 に近 い判断能力 を備 えて ソフ トが開発 されれ ば、アナ ログ ・

テキス トのデータベー ス化 は、完 全 自動化が実現す る。

(6)ス キ ャニ ングの 自動化 ソフ トを作 成 した。

検 索 して表 示 され たデ ジタル画像 の新 聞紙 面が、モニ ター にゆが んで表示 され る と、

閲覧者 に視覚 的なス トレスの発 生が予想 されるので 、ス キャニ ングの段 階か ら、注意

を要 した。

スキ ャニ ングの際の、正確 な画像 の中央寄せ ・トリミング ・余 白部分 の ノイズ消去 な

どを施 した。 この段階 の作業 を、当初 はマ ンパ ワーで行 っていたが、コ ンピュータ処

理で、中央 寄せ ・トリミング ・余 白の除去な どが、 自動 的に行 えるソ フ トを、作成 し

た。 この結果 、スキ ャニ ングの精度 が高 ま り、作業 のス ピー ドア ップ も実現 した。
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※比較的新 しい新 聞を撮影 したマイ ク ロフィルム の場合 には、問題 は少 ないが、マイ

クロフィルムに納 め られ た古 い紙面 の場合 は、紙 面の撮影位置が一定でな い ことも多

く、そ のため、 このスキ ャニ ング調整作業 に、相 当時 間がか かる と予想 され る。

(7)時 間短縮 のため複数 台の コン ピュータ を使用 した。

TIFF化 され たデー タは、別 のコ ンピュー タで、チ ェ ック作業 を行 い、ノイズ(画

像 のゴミ)除 去や 中央寄せ の作業 を、行 った。当事 業で は、所定 の新 聞紙 面 の、TI

FF化 作業(デ ジタル画像化作業)は 、 自動 化 のソフ トを作成 以後 、一括作業 として

行 った。

さ らに、スキ ャニ ング・デー タ処理 が 自動化で きるよ うにな ったので、複数 コ ンピュー

タ(3台)を 使用 して 、時間短縮 をはか った。

(8)効 率のよい ファイル 名 をつ けた。

スキ ャニ ングおよびTIFF化 の段階で 、テキス トデー タ化す るプ ロセスや、検 索の

プロセス、デー タのメ ンテナ ンス性 を考慮 し、 日付 とペー ジ数 を読み取れ る ファイル

名 に変更する作業 を行 った。

(9)高 品位 な画像 づ く りに十分なマ ンパ ワー を投入 した。

当事業では、新 聞紙面 の良質 なデ ジタル画像化 を重視 したため、必要 とされ るマ ンパ

ワー を十分 に投入 した。さ らに、TIFF化 の作業 には、必要な ソフ トを作成 し、細

心の注意 を払 って作業 を行 ったため 、高 品位 のデ ジタル画像 を得 る ことがで きた。マ

イ クロフィルムのアナ ログ画像が、TIFF化 されて、高品質 のデ ジタル ・イ メー ジ

画像 にな って、ス トック された。

(10)ソ フ トを統合 して システム とした。

デ ジタル化作業 では、部分 的 に効 率 ア ップ をはか るソフ トを開発 した。さ らにス ピー

ドア ップを図るため、個 々に作 成 した ソ フ トが 、全体的 に効率 よ く機能 す るた めのプ

ログラム を組 んだ。これ によって 、一連の作業 ができ る、TIFF化 のため のスキ ャ

ニ ング ・システム として統 合 された 。

2.1.3デ ジ タ ル テ キ ス トデ ー タ化

デ ジタル画像化 された、新聞紙面 の文 章部分 を、OCRを 利用 して 、デ ジタル テキス

トデー タ化 した。デジタル化 された テキス トは、後 の作業 で全文検 索のイ ンデ ックス

(索 引語)の 元 にな るもので ある。

(1)全 文検 索 に絶対必 要なのが、検索 用 に完備 したテキス トデー タで ある。

デ ジタル画像化 された新 聞紙 面 に、正確 に対応 したテキス トデー タが無 けれ ば、精度

の高 い全文検 索は望 めな い。デー タベース構築 の質 を決定づ けるものが 、この検索用

のテキス トデータであ る。そ のため に、TIFF化 され たデジタル 画像か ら、テキス
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トを正確 に読 み とるOCRが 必要 だった。

(2)TIFF化 され た画像デー タを もとに、検 索用のテキス ト ・デー タを作 った。

この過程で 、高信頼性 ・高速 と評価 されている、九州松 下電器が開発 し市販 して いる

「パナOCR」 を選 んだ。認識率 の高 さ、ス ピー ド等 、各種の各種のす ぐれた機 能 をそ

な えたOCR。 それ を活用 して 、さ らに、これ を新 聞用 のOCRと して機能 させ るた

め に、各種 のプ ログ ラム を組 んだ。

(3)OCRの プ ログ ラム の流れ を記す と、以下の通 りで ある。

(A)ま ず 、TIFF化 された、画像 を開 く。

(B)OCRが 、新 聞紙 面 のデ ジタル画像 に対 して、 レイ アウ ト認識 をす る。

OCRソ フ トは、新 聞紙面 を、い くつかの領域 に自動 的に分割 し、レイアウ ト認識 を

す る。

分割 され た領域 を、 これ は文字 の領域 、表 の領域、そ れか らイメージの領域 と判断す

る。 さ らに、イ メー ジ領域 の写真 とか挿 し絵 、ある いは空 白領域 と判断す る。

(C)レ イ アウ ト認識 をす ると、文字の領域 と表 の領域 だけを文字変換 の対 象 とす る。

(D)文 字領域 を選択 した後 に、縦書 きか、横 書きか を、認識す る。

文字間隔 、行 間隔な どか ら、自動的 に認識判断 し、それぞれ の領域 に、縦書 き、横書

き、 とい う属性 を付与 し、番号 をつ ける。

そ の属性 、番号 に従 って、次の プロセス の文字 認識 作業 を行 う。

したが って 、新 聞紙面 の読 み取れ る文字はすべ て読 み とるのでは あるが、読み と られ

た文章 は、新 聞記事 の文章 の流れで はな く、OCRの 付与 した番号 の流れ にな る。

(E)文 字認識 は、次 の ように行 う。

(F)レ イ ア ウ トで分類 され た属性 に したがって 、各領域 に付番 され た順番 に、文字認

識 され る。

(G)今 回、使用 した、 「パナOCR」 で は、横 書き の領域か ら、先 に読み始 める。

それがすむ と、次 に、縦書 きの領域 を読 んで行 く。

さ らに、 この読 み進 む流れ は、左上か ら右下 と方向が決め られて いた。

このOCRソ フ トは、左綴 じの横書 き文書 を想定 して作成 されて いた。

(H)こ のOCRは 、連 続登録機 能が使 えな いので、新 聞用 のOCR用 に、連続登録 を

自動的 に処理す るツールや、 ソフ トが必要だ った。

(1)使 用 したOCRの 連続登録機能 は、次の ように して解決 した。

(a)使 用 したOCRで は、マ ンパ ワーで、1ペ ージず つ、オペ レータが作業処理 を し

な くて はな らなか った。 しか し、今 回のデー タベー ス構築作業 では、前段のTIFF

デー タ化す る ところで、各ペー ジには、ユニークな重複 しない ファイル名 を付 けてお

いたので、そ の ファイル名 の拡張子 を、<.TXT>に 変更す るだけで、何月何 日何

ペー ジ 目のテキ ス トデー タで あるか 明示で きるため、一括処 理でき るツール の規則性

を確 立 させ る ことが で きた。 これ によ り、OCR作 業 には、オペ レータが付 いて いる
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必要 が無 くなった。1

(b)一 括処理で きるソフ トは、OCRの 内部が 非公 開のため、原始 的ではあ るが、外

部か らOCRを 制御す る方法 を採 った。

(c)た だ し、そ の動作 にお いて は確 実性 が保 証 されて いな い ので、処 理 中 のコ ン

ピュー タで は他の作業が行 えなか った。連続 して いる他 の作業 は、独立 した他の コン

ピュー タを使用す る体制 をとった。

これ らの作業 は、TIFFデ ータ さえ用意 して あれ ば複数 のコ ンピュータを利 用でき

るた め、最大6台 の コンピュータ を併走 させた。

(4)活 用 した 「パ ナOCR」 は、内部仕様が非公 開のため、外部か ら制御す る ソフ ト

を作成 した。外部 か ら制御 する方法 とは、あたか もキーボー ドを使 って操作指 示を出

すの と同 じ効果 を持 つコマ ン ドを、 プログラム にによって発行す る方 法であ る。

最終的 には、この市販の一般 用OCRに 、外部 か ら制御で きるソフ トを組む ことで、新

聞用OCRと して、一括処理 でき る機能 を持たせ る ことができた。

(5)今 回作成 したのは外 部か ら制御 す るソフ トで、OCR－ 括処理 プログラムであ

る。

具体 的 に内容 を記す と、次 のよ うにな る。

(A)何 月何 日の分 として、作成 したデ ジタル画像 と、それ に対応す るテキス トデータ

が整合す るよ う、 ファイル 名に規則 性 を持たせ た。

その登録 を、一連 の作業で効率 よ く行 うため の、ソフ トを作成 した。

(B)通 常紙 面の他 、号外や版 の違 いな どを区別す るルール を作 った。

そのルール に従 って 、 自動 的に処理 す るソフ トを作成 した。

(C)コ ン ピュータが判 断処 理できて 、そ の ことで人手が省略で きる処理 は、す べてコ

ンピュータ に任せ るソフ トを作 った。各種の ツール も開発 した。

(D)作 成 した各種 ソフ トを、システ ム として統 合 した ことによ り、この段 階での、人

為 的な間違 いが減少す る とい う副次 的な効 果が あった。

(E)そ れで もなお 、全作業 中に3回 ほ ど、同 じ紙 面が あるとい うミスが 生 じた。こう

した人手 による発生 しが ちな入 力 ミスのチ ェックには、スク リプ ト 「awk」 を活 用

す る ことで効果 を上 げた。

(6)デ ジタルテキス トデ ータ化 の段 階で も、コ ンピュータの 自動処理がで きる、可能

な限 りのシステム化 を図 った。

2.1.4イ ン デ ッ ク ス 作 成

(1)作 成 したデ ジタルテキス トを元 に、全文検 索用のイ ンデ ックス(索 引語)を 作成

した。 ここでは、認識精 度、高速性 な どか ら判 断 して、市販 の高性能全文検 索エ ンジ

ン 「パ ナサーチ」 を使用 した。
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(2)こ の作業段 階 に大 きな問題が あった。

予想 できなか ったイ ンデ ックスの長時間作業 である。

(A)高 速で検索 でき るよ うにす るための、イ ンデ ックス を作成 した。

イ ンデ ックス は、全文検索 エ ンジン 「パ ナサー チ」が 、 自動 的に作成 した。

(B)イ ンデ ックスは、以下 の プロセスを経て 、 自動 的に作成 されて いる。

(C)テ キス トフ ァイル を構 文解 析 して、理論的な整合 性 を持たせ、分か ち書 きをす る。

それぞれの単語 にコー ドを付与 し、イ ンデ ックス(索 引語)と して特性 を与 え る。

(D)こ の処 理 に、予想 外 の時 間がかか り、デー タベース構築作業の、二つ 目の大 きな

ネ ックにな った。イ ンデ ックスの作成 には時間がかか るので、前 もって十分な期 間 を

割 いて、スケ ジュール に組み込 んでお いたが、その予想が大 き く外れた。

(E)イ ンデ ックス作 成 は、全文検 索をいか に早 く行わせ るか とい う、システム の根 幹

に関わ る問題 で あって、全文検索 エンジンの性能 を決定づ けるもので ある。それ だ け

に、早 く検 索で きる仕 組 みづ く りには、全文検索 ソ フ トを製作 している各社 は、工夫

をこらして高性能化 、差別 化 をはか って いる。素早 い全文検索 を可能 とす る高度 な仕

組 みのプ ログ ラム を組 め ば、それだ けイ ンデ ックス作成の作業時間が必要 とな る。

(F)使 用 した全文検索 エ ンジン 「パナサーチ」 も、 この作業 に時間 をさいて いる。

(G)デ ータベース構築 作業 の後 半で は、読み込 んだテキス トフ ァイル を、24時 間体

制 で、イ ンデ ックス化 する作業が続 いた。

(H)そ の時 間中 に、処理済 みの部分のテス トのために、全文検索 を行 うと、レスポ ン

スが遅 くな った。

(1)使 用 した全文検 索 エ ンジンは、少量 のデー タベー ス処理 を想定 してい るためか 、

イ ンデ ックス作成 の自動処 理の進み具合 を表示する ものがなかった。

膨大 なイ ンデ ックス を必 要 とす る今回は、工程管理 を立 て にくか った、とい う問題 も

発 生 した。

2.1.5全 文 検 索

デー タベース構築 され た所 定新 聞記事 の、全文検索 を実現 した。

(1)1998年7月 か ら、デー タベース構築 作業 を開始 し、1999年2月 を もって 、

十勝 毎 日新 聞記事 を元 に、全文検 索可能 なデータベー ス構築 を完成 させ た。

デー タベース の元 にな るデジタル画像 は、1997年1月 か ら12月 まで作成 した。

全文検 索がで きるデー タベースは、1997年1月1日 か ら3月28日 までで ある。

(2)イ ンデ ックス と、全文検 索の対象 となるテキス トデータは、カテ ゴ リー ごとに階

層構造 とな って いる と ころの、キ ャビネ ッ ト(本 棚)の ドロア(引 き出 し)の フォル

ダ(フ ァイル)の 中 に、保存 した。ただ し、今 回使用 した全文検 索エ ンジ ンでは、い

ちばん上位 のキ ャビネ ッ ト単位 で、データ容量999MBま で とい う制 限が あった。
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新 聞 の画 像 デ ー タ を収 納 す る際 は 、999MBの 制 限 に納 ま る よ うな 階 層 構 造 と して

保 存 しな けれ ば な らな か った 。'

1997年 度 の 、各 月 の新 聞 の ペ ー ジ 数 は 、1ヶ 月分 で 約780ペ ー ジ。

そ れ は 、400dpiの 画 像 デ ー タ で 、800MB弱 の デ ー タ 量 で あ る。

1キ ャ ビネ ッ トは999MBの 容 量 が あ る の で 、 新 聞1ヶ 月 分 を収 納 した 。

デ ー タ 収納 が 階 層構 造 にな っ て い る た め 、 次 の よ うな 手 法 を と った 。

1997-1と い うキ ャ ビネ ッ トを作 り、そ の 中 に1997-1と い う ドロ ア を作 り、

さ ら にそ の 中 に1997-1と い う フ ォル ダ ー を作 って 、 こ こ に1ヶ 月分 の デ ジ タル

画 像 デ ー タ を収 納 した 。当事 業 で は 、3ヶ 月分 の イ ンデ ック ス とテ キ ス トデ ー タ、新

聞 の 画 像 デ ー タ を、16GBの ハ ー ドデ ィス ク に 、収 納 で き た。

(3)現 時点 の環境 では、イ ンデ ックス とテキ ス トデータ をハー ドデ ィスクに収納 し

て、新 聞紙 面 の画像データは、CD-ROMやDVDな どの外部 の大 容量の記憶 媒体

に収納 し、オー トチ ェンジ ャー等 を活用 す る ことが 、現実的手法 である と考え られる。

将来 の本格的運用 の場合、十勝 毎 日新 聞な ら80年 分 の新 聞紙面 をデータベース化す

る場合 、デ ジタル画像の収納 は、新 た に考 える必要がある。

(4)画 像デー タ とテキス トデー タが対 にな って保存 され 、イ ンデ ックスが作成 された

時点 で、全文検 索は機能す る。当初 、まるまる3ヶ 月分 のイ ンデ ックス を作成す る予

定 であ ったが、全文検索 の処 理速度 の見込 みがつかず、予測外 の時 間がかか り、 しか

も、全文検 索エ ンジ ンの仕様 上、進行 状況が把握 できな い こともあ って、約1200

時間(12月4日 ～2月10日)を 要 して 、約3ヶ 月分弱のイ ンデ ックス作成 に とど

まった。現時点(2月 現在)で は、新 聞記事デー タベース(1997年1月1日 ～3

月28日 分)の 、イ ンデ ックスが完 了 した。

(5)記 事検索 を行 うと、イ ンデ ックス の生成処 理が停 止 して いる場合 には、2ヶ 月分

のデー タに対 して は、1秒 足 らずで 、 目的記事 の所在 を表示 す る ことが 、できた。

そ の表示 に したが って、目的紙面 の画像 を、や く15秒 で、呼 び出す ことが 、で きた。

(6)す べて の実施作業 を完 了 し、こ こに、十勝毎 日新 聞データベース構築 を、完成 さ

せ た。

2.1.6リ サ ー チ

完成 したデータベースの試行利 用 を行 い、性能確 認、試用評価 、検 討課題等 を、リサ ー

チ を行 った。

(1)試 行 利 用 の運 用 と リサ ー チ は 、2月10日 か ら12日 の3日 間 、十勝 毎 日新 聞社

の ロ ビー で 、行 っ た。対 象 者 は 一 般 人 と した 。 説 明 、デ モ ンス トレー シ ョ ンを行 っ た

結 果 、一般 人 よ り17名 の ア ン ケー ト回 答 を得 た 。
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(2)リ サ ー チ に は、 次 の よ うな 質 問用 紙 を用 意 して 、17名 に ア ンケ ー トを行 っ た 。

十勝 毎 日新 聞記事 データベース ・ア ンケー ト

この全文検索 を、お使 い にな って、いかがで したか。

■記事検索 について、お聞かせ ください。

・目的の記事 は、見 つか りま したか?(は い ・いいえ)

・見つけるのは、簡単 で したか?(は い ・いいえ)

・見つけるまでの時 間は、早か ったです か?(は い ・いいえ)

・どれ くらい時 間が、かか りま したか?(分 秒)

■操 作に関 して 、お聞かせ くだ さい。

・操作 は、簡単 で したか?(は い ・いいえ)

・むずか しか ったのは、 どの操作部分 で したか?

()

・検索 の単語 は、3つ で したが 、適 当で したか?(は い ・いい え)

・い くつ 、使 いま したか?(1つ ・2つ ・3つ)

・もっ と多 い方が よい(4つ ・5つ ・6つ)

■新 聞紙面 の表示 について、お 聞かせ ください。

・紙面が表示 され るまでの、時間 は早か ったですか?(は い ・いいえ)

・どれ くらい時間が 、かか りましたか?(分 秒)

・表示 された紙面 は、読 みやすか ったですか?(は い ・いいえ)

・紙面 を、拡大 してみ ま したか?(は い ・いいえ)

■プ リン トアウ トにつ いて、お聞かせ くだ さい。

・プ リン トアウ トを、 してみ ましたか?(は い ・いいえ)

・操作方法は、簡単で したか?(は い ・いいえ)

・どれ く らい時間が 、かか りましたか?(分 秒)

・プ リン トアウ トの文字部 分 は、満足で きましたか?(は い ・いいえ)

・プ リン トア ウ トの写真部 分 は、満足で きましたか?(は い ・いいえ)

■全文検 索 につ いて希望 を、お聞かせ くだ さい。

・今後 とも、お使 いにな りた いですか?(は い ・いいえ)

・どんな 目的で、お使 いにな りますか?

()

・どの部分を、強化すれ ばい いですか?

◇操作性()

◇ス ピー ド()

◇表示画面()

◇ プリン トア ウ ト()

◇ネ ッ トワー ク仕様()

◇データ量()

6こ の新 聞の全文検 索 を、改良 し、発展 させたい と考 えています。

上記 アンケー トのお答 え以外 に、お気づきの ことや 、

ご希望があれば、ぜひ 、教 えて くだ さい。

■ア ンケー ト、 ご協力 あ りが とうございました。

一15一



(3)ア ンケー ト結果 を集約す る と、次 の評価が得 られた。

ただ し、リサーチの際 に、バ ックグ ラン ドでイ ンデ ックス を継続作成 している とい う

条件下で あった。そのため レスポ ンス に関 して は、評価が低 め に表れて いる。

(A)十 勝毎 日新聞記事 データベース ・ア ンケー ト集計結果

(回答箇所は■印 をつけた)

■記事検索 につ いて、お聞かせ ください。

・目的 の記事 は、見つか りま したか?(■ はい14名 ・■いいえ3名)

・見つ けるの は、簡単で したか?(■ は い11名 ・■いいえ5名)

・見つ けるまでの時間は、早かったですか?(■ はい4名 ・■いいえ10名)

・どれ くらい時間が 、かか りましたか?(■1～2分5名 、■3～5分5名 、■6分 以上1名45秒

1名)

■操作 に関 して、お聞かせ ください。

・操作 は、簡単で したか?(■ は い12名 ・■いいえ5名)

・むず か しか ったの は、 どの操作 部分で したか?

(■キー ボー ド操作、 ■キー ワー ドの付 け方 、■検 索テキス トの読 み と り、■ フ ァイル番号 の判別)

・検索 の単語 は、3つ で したが、適 当で したか?(■ は い11・ ■い いえ2)

・い くつ、使 いま したか?(■1つ2名 ・・■2つ7名 ・■3つ6名)

・もっ と多 い方が よい(4つ ・5つ ・■6つ2名)

■新 聞紙面 の表示 につ いて、お聞かせ くだ さい。

・紙面 が表示 され るまでの、時間 は早か ったですか?(■ はい3名 ・■いいえ13名)

・どれ くらい時間が 、かか りましたか?(■1～2分7名 、■3分1名 、■40秒3名)

・表示 された紙 面は、読みやすか ったです か?(■ はい16名 ・■い いえ1名)

・紙面 を、拡 大 してみましたか?(■ はい13名 ・■いいえ3名)

■プ リン トアウ トについて、お聞かせ くだ さい。

・プ リン トアウ トを、 してみ ましたか?(■ は い9名 ・■いいえ5名)

・操作 方法は、簡単 で したか?(■ はい8名 ・■ いいえ1名)

・どれ くらい時間が、かか りま したか?(■1～2分4名 、■3～5分2名 、■6分 以上1名)

・プ リン トアウ トの文字部分 は、満足 でき ましたか?(■ はい7名 ・■いいえ1名)

・プ リン トアウ トの写真部分 は、満足 でき ま したか?(■ はい8名 ・いいえ)

■全文検 索 について希望 を、お 聞かせ くだ さい。

・今後 とも、お使いにな りたいです か?(■ はい14名 ・■いいえ2名)

・どんな 目的で、お使いにな ります か?

(■捜 し物、■調べ物、■情報収集 、■お店探 し、■ レシ ピ調べ)

・どの部分 を、強化 すればいいです か?

◇操作性(■ もっと簡単に、■絞 り込み検索で きるよ うに)

◇ス ピー ド(■ もっと早 く)

◇表示画面(■ プレビュー画面が欲 しい、■は じめか ら紙 面表示を)

◇ プ リン トアウ ト(■ ス ピー ドア ップ)

◇ネ ッ トワー ク仕様(■ イ ンターネ ッ ト検索)

◇デー タ量(■ 圧縮送信できるよ うに)

6こ の新 聞の全文検索 を、改良 し、発展 させ たい と考えてい ます。

上記 アンケー トのお答え以外 に、お気づ きの ことや、

ご希望が あれ ば、ぜひ、教えて くだ さい。

■表示仕方 に工夫 を。

■検索用 のヘル プが欲 しい。
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■検 索済み は色 を変 える。

■テキス トの正確 な変換 。

■役所 の情報 の全文検索 に も使 え るよ うに。

ア ンケー ト、 ご協 力あ りが とうござい ま した。

(4)ア ンケー ト集計 結果の分析

ア ンケー トに応 えたモニ ター17名 は、新聞記事 の全文検 索 システム を、は じめて操

作す る人たちであった。

(A)記 事検索 の ヒッ ト率は高 く82パ ーセ ン トを示 した。操 作そ の ものは簡 単 と答 え

が70パ ーセ ン トと高か った ものの、パ ソコンの習熟度 のちが い による ヒッ ト到達率

にバ ラつきがあった。

(B)モ ニターへの新 聞紙面 の表示 に関 して は、遅 い と答 えた人が76パ ーセ ン ト。高

速 コ ンピュータの使用 を求む る声 が高か った。

(C)モ ニ ター に表示 され た新 聞紙面 と、その プリン トア ウ トには、 はぼ全員 の94

パーセ ン トが満足 と答 えて いる。検 索は簡単 だが、表示が 遅 い。ただ し表示 された新

聞紙面 とプ リン トアウ トには満足 とい う、明 らかな、結果 がでた。

(D)現 状で の能 力で も、今後 とも実用 に使用 した い と望 む声 も82パ ーセ ン トと高

か った。紙面表示 のス ピー ドア ップがな され ると、実用使 用 の要望 はい っそ う高 まる

と予測 され る。

(E)新 聞記事 をデー タベー ス として活用 した い人 は多 く、当事業 で開発 実施 した、十

勝 毎 日新 聞記事 データベース の全文検索 システム を、実用使用 した い人か らは、具体

的な要望 も出され ていた。そ の代 表的な ものは、イ ンターネ ッ ト等 での、ネ ッ トワー

ク上で も、使 えるよ うに して欲 しい とい うもので あった。

(F)当 事 業の成果 物 『十勝 毎 日新 聞記事データベース』を、現状 で も 「今後 とも使 い

た い」 とい う82パ ーセ ン トのポイ ン トが 、当事業へ の評価 と判 断 している。

(5)当 データベース の全文検索 の仕様 は、以下 の とお り

オ リジ ナ ル デ ー タ

デ ー タ容 量/TIFF約2.4GB、 テ キ ス ト120MB

仕 様 ハ ー ド/Pentium2400MHzMEM128MB、 ハ ー ドデ ィス

ク16GB、NT4.OtSP3
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(6)全 文検索手順

データベース全文検 索 の、モニター画面 と、使用方法 は、以下 の とお り

なお、探 したい記事 は、十勝 川の環 境関連記事で あった。

(A)イ ンター ネ ッ トの ブ ラウザ を用 い、 「パ ナ ビオ ス 」 の ロ グイ ン画 面 を 開 く。

(B)ユ ーザ ー コ ー ドとパ ス ワー ドを入 力 し、 ロ グ イ ン を ク リ ックす る 。

ヘメールをお送り下

一18-一



(C)メ ニ ュー の 中か ら、 全文 検 索 を選 択 し、 ク リ ックす る 。

(D)検 索画 面が表示 され るので 、探 した い記事 の条件1に"十 勝川"と 入 力す る

一19一



(E) 検 索 を終了す ると、中段 にキー ワー ドが ヒッ トした文書 名 と該 当件数 、下段 に

は文書内容が表示 され る。文書 中のキー ワー ドはハ イ ライ ト表示 され る。

【複素キャビネットハ [全文枝葉】

θ 檀準検索c● 緬検索

キーワード

1[検索結果一覧】

文書名と内容

iを含む 文書名と内容

文●o■■ ファイル告

日 ■939is3添 付文e…1・ ・・…

...}塁...

憤讃●将

かつ

ネイ'チ ャーセンター股立m
じ 【音更州近廻輩葛】十勝ならではのアウ トドアレジャーを提供する専門会社発足
、代表にアウトド.アスクール 「ノースドリーム」姪宮の苦口伸」氏が就任した。中肋li温 泉を

斬会社は池田でアウトド.アスポーツの昔及に努める若林氏を応撮、次世代に現在の自然を残す
資本金は八百五十万円で、同温.泉些一に本社事務所を放置して、十人のスタッフが常駐.当 瓠

若林代表各社で受け付 希望者が自由に各
コトスから住験できるようにする。料金は体験魚鳥五百円など:

四月一日か メニューについて運営を商始、五月からはすべての体験ができるようになるb
は約八千人 でいるが、若林代表は 「だれもが気軽に利用できる隠田にし、手描たち

ま'

(F) 表示 され た件数が160件 で は多す ぎるので、条件2に"構 想"と 入 力す る。

1検索キャビネット1 【全文検索】

存 日準検索c詳 細検索

毒一ワード

鋼 ナ1`…;を 含む

α 翻 一 拒 む

聴__..雲 を含む

:1検索結果一覧]

頓田■ 蛭:
文書o■77イ ル名

添付文書030103、txt

●富●健

かつ

技当件鉋60件

曇
日　コ

　ロ
ひ
ジ

を
息
は

.ど
る
ち

(
泉
す
切

な
な
た

温
頬
当

円
に
供

川
を

.

百
う
子
.

日
然
駐

五
よ

、

十
自
営

見
る
し

。の
が

藁
き
に

た
在
フ

験
で
殿

辻
し
現

ッ

俸
が
鹿

会
任
に
タ

は
験
る
.

.門
就
代
ス

合
体
き

専
が
世
の

・科
の
で

る
氏
次
人

。て
用

.す
」
.、十

る
ぺ
利
.

隈
伸
撮

、

す
す
ご

提
稗
歴
て

に
は
軽

を
若
を
し

.う
ら
気

一
の
氏
置

よ
か
が

ヤ
宮
林
散

る
月
も

.ジ
登
若
着

き
五
れ

レ
」
る
賄

で

、だ

ア
ム
め
務

験
始
r

.ド

、
努
事

胃体
閉
は

ト
リ
に
社

ら
を
表

ウ
ド
及
本

か
宮
代

.ア
ス
昔
に

ス
辺
材

の

一
の
一

ト
て
若

は
ノ
ツ
些

コ
い

、

で
r

－
息

.各
つ
が

ら
ル
ポ
温

に
に
る

な

一
ス
同

・由

一
い

3
m
勝
ク
ァ

、

自

ユ
で

6
立
十
ス
ド
で

.が
一一ん

O
験
】
ア
ト
円

者
メ
込
"

O

－
葛
ド
ウ
万

宣
る
見
唱

◎
多
摩
ト
ア
十

希
き
を
⌒

m
ン
娠
ウ
で
五

、で
用
〕

目
セ
近
ア
田
百

け
ら
利
…

丁
一
州
に
池
八

百
か
の
ロ

拓

や
夏
表
13
は

け
日
人
肌

事
チ
岩
代
社
命
表
受
一
千
(

商

・.【

、会
本
代
で
月
八
↑

L
イ
じ
足
斬
資
材
社
四
豹
[

璃
ネ

発

若
各

は
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(G) サーバ ーの処 理が間 に合わなか った り、ネ ッ トワー クが混雑 してい ると、 この

ようなエ ラーメ ッセー ジが 出る場合 もあ る。

/192168、0.1cti-pioslwbch.oci?lhkte"cb-hi●203E7DBeCOCS40n[S8E3me13F2564736

1枝 索キャビネット1

圏 ・・c[ケーシプ]

■全キャビネット
ひ躍
ewwli
呑.←

[全文枝索】

'ε..

¢ 標準検索 れ 詳細検索

キーワード

西 －iを 含む
鋼 一 ・i舘む

●案胃皐 箇禽●特
かつ 綴.

隠

蟹 一 …縮む文書熟内容街…

遍湿盤

昼

通信もしくはLinktpWeb側 の■ラーです{error=onmA)

蒙.….「.慈

L拓 丁目m◎O◇63
ネイ'.チ ャーセンター設立m

じ 【音更州近提琴葛】』十朋ならではのアウトドアレジャーを提供する専門会社{
発足、代表にアウ トドアスクール 「ノース ドリーム」経営の若林伸」.氏が就f空した。申勃|i温泉を
斬会社は池田でアウトドアスポーツの昔及に努める若林氏を応援、'次世代に現在の自然を残す意
資本金は八百五十万円で、同温泉些一に本社事務所を設置して、十入のスタッフか常駐。当初は若林代表

各社で受け付け、希望者が自由に各コ トスからぴ験できるようにする。料金は体験乗馬五百円など一
メニューについて運営を商始、五月からはすぺての体験ができるようになる.。四月一日からでき

は約八⇒人 利用を 」『んでいるが、若林代表は 「だれもが気軽に利用できる施設にし＼子供たちト ト

・δ'.二`"… 〉

(H) 条件2ま での検 索結果が出 る。該 当件数が160件 か ら17件 に絞 り込 まれ た。

1検 索キャビネット】 【全文検剰

⑥ 槙準検索 刀 詳細検索

← ワード ●禽●●

西 一 白むP這=ヨ かつ
四 一 …i舘む内容pm
鰯 一 ・iを含む文書Ct内容濠

1検索結果一覧】

想
の
記
だ

楕
問
る
変

ら
穎
あ
六

か

、の
が

て
ど
え
の

つ
な
た
く

入
」
ご
書
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れ
続
茸
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十
言
ど

、

年
と
な
で

昨
い
子
て

は
な
棲
め

作
り
の
切

賃
足
無
は

.受
が
化
の

・

ウ方
文
た
る

人
き
の

つ
い

二
書
目
作
て
.

十

、回
を
し
.

た
い
十
聞
に

し
濃
王
覇
み

に
が
.、「
励

心
寄
ト
は
を

中
内
.一
〉
価

を
「
ケ
年
野

生

た「中追口=部の間断ATP▽　スム不夕霞西r中限西広
。
帯

ン
ニ
の
り
=

年
」
ア
(
回
遠
野

二
た
る
ん
今
の
の

.食
れ
す
さ
が
次
聞

.徒
ら
田
子
負
は
新

.生
せ
に
協
会
絞
技

・校
さ
舎
田

、貢
挙

同
直
校
摩
り
受

・

、き
る

、お
の
校

は
香
れ
人
て
内
学

フ
ー8
さ
一
し
管
中

ッ
回
節
の
話
の
▽
.

タ
ニ
改
フ
と
か
貢

ズ
低
に
ッ
」
ほ
励

.集
最
年
タ
う
の
奨

顧
r
九
ス
思
こ
◇

一

九

と

が毒繋罐 蠕脇 襯 顯難 墾旨n羅警韻語 璽禦 二三から五月まで
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(1) .さ らに、 条 件3と して"エ コ ロ ジ ー"と い うキ ー ワー ドを追 加 す る 。

ぷ 標準検索 ζ～詳細検索

キーワード

OXi:iglmaE:::::r::::::::::::::iE9む

i…を含む

1検索結果一覧1

手
旗
肇
ざ
.、さ
、...宴
泊、.、≠
姶
診
.法

燈
の
記
だ

纏
問
る
変

ら
頴
あ
大

.か

、の
が

て
ど
え
の

つ
な
た
く

入
」
ご
書

に
た
み
を

月
れ
読
章

一一わ

、文

十
言
ど

、

年
と
な
で

昨
い
干
て

ま
な
様
め

作
り
の
初

買
尾
奈
は

受
が
化

の

。

.古
文
た
る

人
き
の

コ
い

二
書
目
作
て

十

、回
を
し

た
い
十
聞
に

し
淳
五
新
み

に
が

、「
励

心
容
ト
は
を

中
内
.一
)
価

を
r
ケ
年
評

生

脆中道鹿戸カ
ロの聞新AＴP▽　スム不学陵西「中庭西広。帯

.

ン
ニ
の
り
=

年
」
ア
(
回
過
日

二
た
る
ん
今
の
の

▼余
れ
す
さ
が
次
聞

一徒
ら
関
子
員
は
新

・生
せ
に
協
全
校
校

・校
さ
舎
田

、貢
挙

)間
直
根
岸
り
受

・

〔
、き
る

、お
の
校

(は
書
れ
人
て
内
学

」フ
は
さ

一
し
管
中

呂
ツ
同
案
の
話
の
▽

"タ

ニ
改

フ
と
か
貢

吟ス
低
に
ツ
」
ほ
励

～集
最
年
タ
う
の
奨

(編
「
.九
ス
思
こ
◇

㈱

九

と

でま月五吟力
,
月;

理

一

延
年

.切
穴

適
九

不

、

る
じ

す
対

反
に

違
目

に
委

則
査

規
監

務
逼

財

、

に
日

張

二

出

一
だ
は

つ
士

行
議

に
弁

年
弘

六
守

九
州

〉縣〔‥〃▽…が'…‥…

九
市
正

一
の
廠

が
視
て

現
札
い

土

、
つ

広
で
に

帯
題
て

】
間
ぺ

幌
た
す

札

つ
の

【
あ
出

が
支

(J) 最終的に2件 まで に絞 り込む ことがで きた。下段 の文 書表示で閲覧 したいペー

ジにまちがいないか確認す る。

¢ 標準検索.C詳 細検索

キーワード

.鋼
構想　

.鰯 .エ⊇.只ジニ..

[検索結果一覧]

ゴム印 ・印章 ・ゴム活字路E.中 村
の罐 詰 ㌍ 欝 欝‡㌔ .,S,,・ク緬 飼 騰(会 長麟 脚 長)蹴 会が二.

馨灘i離 離lil難i難耀 撒 垂塾す
蕪 瓢 … 酸 化・・査の・・まと噺 ・・.道立・酬 ・九七年度・基櫟 ・'

、
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(K) この該 当ペー ジを見 るため には、中段 のアイ コ ン部分 をク リックす る。

!1921680、1〆ce wloqh.eti?|hktoweb-ini●rC3E7DeeCDC94D2E8e巨3A213F2564736

【柱索キャビネット] 1全文稜索】

圏KS。1ケ 　シーズ1

◎ 全 キ ャ ビネ ッ ト

資.tgttsff・t

edへ 訂 拒 ・^t=

◎1?g7・ 責

冷標準検索仁 群細検索

← ワード

鋼 川
浪蜜僧家

.を含む

i:を含む 内容

倹素●僻

友)三～.......i葦

酬 ㌃

麺鎚 蓬麹

α顕 鱒
西 黒 ⊇兄上 。.『t.................._iを含む 内容

;膨

【捜索結果一覧1

文●名 文書む恒■ ファイル名

四 ■QzagQ2添 付文書 ・224・2・ix・

騨=紺 文書 。22603・"t

該当件鼓2件

む
たつ

ぶ
行
堂

を
盛

演
文

誇
村

..寸
..'
.O
C

..

一一

す
用
O

が

定
活

一

会

策
利
よ

諾

で
砂
O

の

翻
る
O

)

十
出
O

長

ル
で
二

布

一
事
は

夫
ら
オ
工
分

69
か
を
路
部

椙
流
碧
水
元

高
下
構
新
地

・
泉
ク
田

、

景
況

一
代
ち

会
川
パ
早
う

(
語

金
十
活

機
る
門

脇
が

{

討
た
℃

に
の

ら
こ

…さ

.
.明

明
放

り

、中
る
工
更
五
告
は

し
E
れ
勝
者
十
粗
眉

目
路
ら
十
は
七
坦
務

と
学
兄
】
ク
百
経
奉

」
活
と
郎
}
三

、
、

方
ム
の

一
パ
の
は
で

り
ゴ
も
次
W
で
市
中

検
ま
は
U
て

画
に
全
て
い

計
町
蜷
い
つ

ク
三
協
つ
に

】
田
圃
に
費

バ
池

。茎
菜

}

、象
業
事

㌘
別
対
面
の

○
京
が
計
宜

….…
、か
と
禰

ノ九
シ

計設本基に度年七九は分団公立追臥行をめとまりとの査調化菜事にでま。末

あ

・
た
宋
ジ
ま
広
の
た
月

の
草
し
=
ぴ
坦
帯
疑
し
三

度
印
主
部
….ひん
の
質
示

、

制

・
断
姪
…・…え
局

..〔べ}…一へ
　

傾9毛情け口乃/得冶百零雨仕苦土0日目O－四国ハX(呼一

、を
は
報

・

事
印
を
政
⑰
田
務
た
直
後
"
工

人
ム
遣
【
十
代
琶
ま

駁
今
路
[

新
ゴ
の

千

の

這

(L) 文書情報 の添 付 フ ァイル として、

像 デ ー タ 、 2

2つ のフ ァイルが表示 され る。 1 (上)が 画

(下)が テキス トデータ。 まず テキス トを見 るた めに、下の フ ァ

イル 名の ところをク リックす る。

.簗緬蛎烈壁 灘

　 　

・斑 ぜ

　.-■..■ 「「「

[文書情報】

・

`

1麟022θ 。3

文 書の種類 』L

バックアップ陪■1八

章.鍵日時/登 録者1998/12!2919:]2:57
PlOSΦKSC[初 期設定用ユーザ]

更 新日時/更 新者1998/12/2919:12:5フ
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(M) 文書が表示 され る。テキス トデー タが必要 な時 は、ここか らフ ロッピー に保存

す る 。

の
=宋]一 エコロジーパーク計画検討協組合(会 長 ・商楊幹夫市長〉の総会が二十六日午前十一時から、帯広市役所

十 エコロジーパークは 更、幕別、池田三町にまたがる十簸川温泉下滝から
千代田えん堤までの三百七†五かが対象.同 協議会はエコロジーパーク構想をオール十勝で策定するため、管内二十市町村の首長で組

事務局の帯広市は、経過報告と計画素案について説明.さ らに千代田斯水路工事で出る砂利活用の受け皿となる財団法人十勝エコロぐまた
、質疑の中で、事務局は概算の項類費について日明.こ のうち、地元部分は二〇〇〇よ一〇〇四年の基盤整備中心の一次簡発で十

の試算を示した。今後は
、三月末までに事業化調査のとりまとめを行い、追立公園部分は九七年度に基本設計、九八年度に実施設計(用 地買収)九 九

這路情娼
▽逼 令帯広の轟公国繍=3月 口口まで.片 側交互追行(夜 間は信号割櫛)
(E日 ・午前n崎 現在〉 雑穀市況 ・本州市場の小豆は前日の後場にかけ強気筋の買いに急反発して引けたのを受け、引●続き期近

(千原農産仲立組合祖併)
銘柄小豆大手亡中長大正金北海金高白光黒大
素俵旦再建値19、400900
|Q)》70019s700
ぞ二EOOO△ △
一切弩一
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(O)画 像 を開 く際 に、この様な警告が表示 される。セキ ュ リテ ィに問題がな けれ ば、
"開 く"を 選ん でOKボ タ ンを押す

。

(P)閲 覧 用 の ソ フ ト 「パ ナ ビュ ア ー32」 が 起 動 され 、画 像 デ ー タ が表 示 され る。
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(Q)プ ラスの虫メガネアイ コンを使 って拡大す る。ここでは、全体表示で拡 大率14

パーセ ン トにな って いる。

(R)画 面上で十分読め る大 きさまで拡大す る。この画面で は拡大率44パ ーセ ン ト。
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(S)ペ ー ジ 全体 を印 刷 す る場 合 は 、 フ ァイ ル メニ ュー の 中か ら、 印刷 を選 ぶ 。
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2.1.7デ ー タ ベ ー ス と 環 境

作成 したデー タベース システム と、試行利 用ベー タベース環境 は以下 の通 り。

(1)作 成 したベー タベース システ ム

(A)デ ー タ規模

デー タベー ス領域 として、画像 デー タサイ ズの場合約3倍 、テキス トデー タの場合は

約10倍 の容量 を確保 しな けれ ばな らな い。

デー タ種別 仕様 サ イズ ・単位 総数 必要確保容量

テ キ ス トデ ー タ

画 像 デ ー タ400dpi

画 像 デ ー タ200dpi

合 計

11KB/Page

900KB/Page

300KB/Page

2864フ ァ イ ル0.3GB

2864フ ァ イ ル7.6GB

5602フ ァ イ ル4.9GB

12.8GB

400dpiは1月 か ら3月 まで を400dpiで 登録 。 そ れ 以 降 は200dpi。

当初 は400dpiで ス キ ャニ ング して いた が 、デ ー タ ベ ー ス 容 量 の都 合 で200d

piに 変 換 した。 しか し、イ ンデ ッ クス 登 録 に予 想 外 の時 間 が か か り、1月 か ら3月

まで を400dpiで 登 録 した 。 な お 、ocRに か け る都 合 上 、別 途 に1月 か ら12

月 のす べ て を400dpiで ス キ ャニ ン グ して い る。

(B)各 工程 の時 間

工程 体制 期間

マイ ク ロフィル ムスキ ャニ ング

画像デ ータ リネー ム

リネー ム用 ツール作成

CD-R作 成

OCR用 ツール作成

デー タベー ス登録用 ツール作成

デー タベース登録

1人(30)

2人(120)

1人(15)

1人(5)

1人(10)

1人(12)

1人(5)

8/3～9/18

8/5～10/27

8/5～10/18

9/21～10/30

11/24～12/4

11/26～12/1

12/4～2/9

(2)試 行 利 用 デ ー タベ ー ス 環 境(シ ス テ ム 構 成 な ど)

シス テ ム構 成

サ ー バ ー(デ ー タ ベー ス サ ー バ ー 兼WWWサ ー バ ー)

WindowsNT4.0サ ー バ ー(Pentium2400MHz、128MBS

DRAM、HDD16GB)

ク ライ ア ン ト(検 索 用 端 末)

Windows95(K6-2プ ロセ ッサ300MHz、32MBSIMM、HDD

1.2GB)こ れ らの2台 を10BASE/TでTCP/IP接 続
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2.2問 題 点

十勝毎 日新 聞データベース の構築事業 を行 って 、問題 の所 在が明 らか にな った。

作業 レベルで 、解決 でき る問題 はそ の時点で解 決 したが 、い くつか の問題点 は解決 で

きなか った。

各作業 レベル での問題 点 と、全体 の問題 を、記す。

2.2.1製 作 各 段 階 で の 問題 点

(1)デ ジタル画像化段 階

マイ クロフィル ムのスキ ャニ ングと、TIFF化 の作業段階で 、マ ンパ ワー を省 略

す る ことが 、で きなか った。

スキ ャニ ング したイ メー ジ画像 は、デジタルテキス トデー タ化 の元 にな る もので あ

り、かつ 、全文検 索でユーザーが 閲覧す る画像 で もある。デー タベース構築 され た画

像 は、デ ジタル データで はあるが 、見 えるカタチはアナ ログの状態 で ある。 この画像

の状態が、デー タベー スの性 能や仕上が りを大 きく左右 す るだ けに、最 良の状態 に仕

上 げる ことが 、求め られ た。そのため に、細心 の注意 を要す るマ ンパ ワー、す なわ ち

視 認 によるチ ェ ックが 必要だ った。TIFF化 したイ メー ジ画像が壊 れて いな いか 、

視 認 による破損 のチェ ックが欠かせなか った。

画像の 中央寄せ が必 要か、傾 いていないか、それ らを補 正す る必要が あるか どうか、

人間の視 認 による判 断が必要だ った。さ らに、画像 のゴ ミと りが必要で あるか 、端 っ

こが黒 く汚れて いる場 合、それ を白く抜 く必要が あるか等 の、判 断 も必要だ った。

(2)デ ジタル テキス トデー タ化段階

(A)OCRシ ステムの仕様が非公 開のた め、新 聞紙面 の読み と りに、運用 しやす いよ

うな、カス タマイズがで きなか った。そのため、回 りくどい方法 では あるが、外部 か

ら制御す る方法 を とった。

(B)OCRの レイアウ トの 自動認識が完全で はなか った。

文 字領域、表領域 、写 真領域な どをダブって認識す る ことが あった。

人為 的 にレイ アウ トを指定すれ ば領域の重複 は避 け られ るが 、膨 大なデ ータ処理 にマ

ンパ ワー を投入す る ことは出来なか った。文字 の認識率 は、現在、市販 され ているO

CRの 中で は、100文 字 中、誤認 は1～2文 字 とい う、最高度 の正確性 をそなえて

い ると思われた。

そ れだ けに、 レイ アウ トの 自動認識 の不完全 さが惜 しまれ た。

(C)し か も、レイ アウ ト領域 の順番が 、左綴 じを前提 と し、さらに、横書 き を優 先 し

てい るため、右綴 じの縦書 き主体 の新聞紙面 を、読み とるには不都合 が多か った。

本格 的な新 聞デー タベース を構築す る場合 は、右綴 じ縦読み取 りに、OCRに 作 り変
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える ことが、望 ましい と思われた。

(D)OCRソ フ トには、各種 の機能が備 わ って いたが、膨大 なデータ容 量 を扱 う新 聞

紙 面用のOCRと して、大容 量のデ ジタル画像 を処理 できるための、カス タマイ ズが

望 まれた。

本格 的な新 聞データベースを構築す る場合 、OCRソ フ トを作成 した メーカー と、協

議 す ることが望 ましい と思われ る。

(E)使 用 したOCRに は、読み とったデ ジタルテキス トデータの一括登録 がで きな

かったため、作業 にマ ンパ ワーが必要で あった。それ に伴 う人為 ミス と時間 ロスを解

決す るために、外 部制御 のソ フ トを作成 して 、連続登録機 能 自動化 を図 った。

(F)OCRに は、苦手 とする ものが あった。

個別 にあげる と、以下 の通 り。

・地 紋のある見 出 しを読 み取 れない

・ヤクモ ノ(飾 り罫線 な ど)が 文字 として認識 されて しまう

・横棒 を一 と誤認識 した り、綾杉模 様 をカ ッコ と誤認識 した

・原 因不明だが 、文章認識 には得手不得手が あった

・テ レビ欄 は得 手だったが ラジオ欄 は不得手 だった

こうした苦手や 不得手 を、OCRの チ ュー ンナ ップで、解 決す る ことが 、望 まれ る。

(3)イ ンデ ックス作成段階

(A)イ ンデ ックスは、全文検 索エ ンジ ンの中で、 自動処理 されて いる。

そのため、この工程 は、 自動処理 の所 要時間 も含 めて 、全文検索 エ ンジンに一任 とい

うことになった。

(B)こ の作業 時間が、予測 以上 にかか り、しか も、いつ終 わ るかが判断で きない とい

う事 態 になった。 こうした状況 のため、当事業 の後半作業 で、スケ ジュール管 理が出

来 な くなった。

少な くとも、内部 自動処理の作業工程 の進 み具合が表示 されて いた ら、 と望 まれ る。

(C)表 示 がな く、ログ も残 らないので、イ ンデ ックスの 自動処 理 中に、エ ラーが発生

して も、エ ラー箇所 を特定す る ことがで きなか った。

(D)バ ックグラウ ン ドで、イ ンデ ックスの 自動処理 を行 っている とき、処 理済み部分

の全文検 索 を行 うとレスポ ンスが悪 くな り、非常 に時間がかか った。

(4)全 文検 索段階

(A)当 デー タベース構 築 中に明 らか にな った全文検索 の問題点 は、使 用 したデー タ

ベースエ ンジ ンが、小容 量のデー タベー ス用 に限定 して いると ころに、多 くが起因 し

た。

(B)使 用 した全文検索エ ンジ ンは、階層構造 になっていて、会社規模 の資料や広報な

どをデータベース化す るには、適 して いるよ うで あった。

この構造は、新聞記事等の膨大なデー タ収 納 には適 して いなか った。
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(c)た だ し、この全文検索 は、イ ン トラネ ッ トで検索 できるよ うにな ってい るので 、

分散箇所 を結んで利用 す る ことも可能であった。この ことは新 聞記事 のデータベー ス

を、イ ンターネ ッ トで も利 用出来 ることを意 味 し、さ らに幅広 い活用 の可能 性 を示 し

て いる。

2.2.2全 体 の 問 題

(1)新 聞 とい う膨大 な情報量 を、全文検 索でき るよ うに仕上 げるため に、な によ りも

大事だ ったの は、時 間的な 問題だ った。部分的な改良 プログラムの作成や 、必 要な ソ

フ トの開発 と同時 に、す べての工程が流れ作業 となるよ う体制 を作 り上 げる ことが、

不可欠だ った。 この体 制 を作 り上 げるまでは、試行錯誤 の連続で あった。そ して 、 こ

の体制 を作 り上 げる ことで、大幅な時間短縮が、図れ た。全工程 を通 じて、効 率的 に

事 業達成がな され るよ うな、体 制 を作る ことに努 力 し、成果 を上げた。

当事業の、 この 「大幅時 間短縮 」体制 自体 こそ 、デー タベース構築のた めの システム

と呼 ばれ るもので ある、 と考 えている。

(2)使 用 した ソ フ トに は 、 まだ 、 バ グ が残 っ て い た。

そ の た め 、 作 業 が 、 途 中 でハ ング ア ップす る ケ ー スが あ っ た 。

(3)膨 大 な量 をあつか うために、サーバー はハ イスペ ックでな けれ ば実用 に耐 えな い

ことが、わか った。
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3今 後の課題

3.1膨 大 な デ ー タ 量

十勝毎 日新 聞社 に限 らず、どこの新 聞社 も、過去 の膨大 な記事 のデー タを持 って いる。

(1)そ のいずれ もが、新 聞原紙 および新 聞縮刷版、もしくはマイ クロフィルム のカ タ

チで 、保存 されている。過去 の新 聞記事 を必要 とす る人は、保存 されて いる上記 いず

れか の形態 を利用 して、 目的 の記事 を探 し当て、複写す るな どの手法 を とっている。

目的の記事 を得 るために、利用者 は、少 なか らず の時間 と労力 を費や して いるのが現

状で ある。

(2)こ の新 聞記事 が、デ ジタルデー タベース化 されれ ば、新聞記事 を利用す る際 の、

時 間労 力を大幅に省略す る ことが でき る。さ らに、デ ジタルデー タベー ス化す る こと

で、新 聞記事 を、ネ ッ トワー クを介 した利用法方法へ と、発展 させ る ことがで きる。従

来 の方 法 とでは、新 聞記事 の検索 は いうにおよばず 、探 し当てた新 聞記事 の、プ リン

トアウ ト、転送な どは、比較 にな らな いほ ど、簡便 にな る。

(3)各 新聞社 とも、そ うしたメ リッ トは承知 しなが らも、過去 に蓄 えた膨 大な新 聞記

事 をデジタルデータベー ス化す る ことに、二 の足 を踏 んでい る。そ の理 由は、、技術 的

な問題 と、それ にまつわ るコス トの問題が 、あった。

(4)当 事業 の 目標 は、技術 的な問題 の所在 を明 らか に し、コス ト計算 の試算 にも役立

つ結果 を導き出す ことであ り、既 存 の技術 、市販の ソフ トを使用 して 、新 聞記事 のデー

タベース構築 を試みた ものであった。

3.2当 事 業 を通 じて 、 問題 の所 在 が 明 らか にな った

これ は、今後、新聞記事 をデータベー ス構築す る新 聞社 に共通の問題で ある。

3..2..1.証 明 出 来 た こ と

既存 の技術、市販 のソフ トで 、問題 を含 みなが らも、新 聞記事 のデー タベー ス構築 は、

可能で ある ことが、証明 された。 しか し、問題は二つ あった。

全作業工程 の中で、デ ジタル画像 づ く りと、イ ンデ ックス作成 に、多量 の時 間を必要

と した ことで あった。

(1)一 つ は、デ ジタル画像づ くりの問題点
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(A)新 聞原紙 あ るいはマイ クロ フィル ム化 されたアナ ログ原稿 を、デ ジタル画像処理

をす る際 に、 どうして もマ ンパ ワーが必要で あるということであった。

(B)デ ジタル画像 は、TIFF化 す る対 象元 で もあ り、また、閲覧者が最終的 に求め

て いる画 像で も、あった。

(C)精 度 の高 いデ ジタル画像 づ くりは、新 聞社 の校正部 のよ うな作業 に似ている。校

正部 は読 みやす い紙面づ くりのため に、多数 のマ ンパ ワー を必要 とす る作業現場で あ

る。データベース構築作業 の中で、デ ジタル画像づ くりは、新 聞社 の校正部 のよ うに、

マ ンパ ワーが必要だ った。

(D)精 度 の高 い、使 いやす いデー タベー スを追求す ると、マ ンパ ワーで処理す るデ ジ

タル画像作 りの段階 を、重視 しな けれ ばな らなかった。時 間短縮 の もっ とも困難 な部

分が 、 この作 業段階で あった。

(E)と くに古 い新 聞記事 をデー タベー ス化す る ときは、よ りいっそ うマ ンパ ワー も必

要 とし、作業時 間 も今以上 に必要 とな る ことが予想 され る。デジタルデー タベース化

の、大 きな課題 と して残 された。

(2)も う一つの問題 は、全文検索 のイ ンデ ックス作成 に時間がかか る、ということで

あ った。

(A)全 文検索 ソフ トは、検索時 間 を短 くしようとす ると、検 索 の仕組 みが複雑 にな ら

ざるをえな い。仕 組みが複雑 にな る と、そ のイ ンデ ックス作 成の時間が長 くな る。

全 文検 索 ソフ トを制作 して いる各社 とも、イ ンデ ックス作成 の時 間短縮 の努力は して

い るが、二律背反 の性 質を負って いるがため 、作成の時間短縮 には成功 してはいない。

(B)新 聞記事 のよ うな膨 大なデータベース ともな ると、このイ ンデ ックス作成 の所用

時 間が、 よ りいっそ う大きな問題 とな った。

(C)た だ し、 この作 業部分 は、コ ンピュー タ内部 の 自動 処理で あ るか ら、高速 コ ン

ピュー タに置 き換 え る ことで、時 間短縮 を図る ことがで きる。

マ ンパ ワー に依存せ ざるを得な いデ ジタル画像づ くりの作業 に較べ、将来 の高速 コン

ピュー タに期待す る ことが出来 る問題で はあった。

(3)こ の二つ 問題 を、時間比率で表す と、次 のよ うにな る。

デ ータベース構築 の全作業 で、マイ クロフィルム化 や、デ ジタルテ キス トデータ作 り

や 、個別 の ソフ ト作成 に要 した時間 を除 いて、問題 とな る作業が必要 とした時 間比率

は、以下 の通 りで あった。

デ ジタル画像づ くり:イ ンデ ックス作成=3:18

作業期 間 にす ると、デ ジタル画 像づ くりに、約1人 月。

イ ンデ ックス作成 に約6人 月。
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ただ し、このイ ンデ ックス作成 は、当事業 の完成締 め切 りに合わせ、昨年11月 か

ら今年2月 までの4ヶ 月間で打 ち切 らざるを得なか った。データベー ス構築 は、当初

の予定では3ヶ 月間 の新 聞記事 を用 いる計画で あった。デジタル画像 も、デジタルテ

キス トデータ も、3ヶ 月完成 済みであ った。しか し、イ ンデ ックス は、3ヶ 月分 弱(3

月28日 まで)し か作成 できなかったため、構築 されたデー タベース も、1997年

1月 か ら3月28日 まで の、3ヶ 月分 弱 とな った。

3.2.2そ の 他 の 問 題

作業 中の発生 した問題点 は、市販 ソ フ トを使用 して も、外部か ら制御す る方法で プ

ログ ラムを組め ば、あ る程度 は、解決 でき る問題で あ った。もっ とも、ソフ トを開発

したメーカーが 、内部公 開 に応 じて くれれ ば、新 聞用 に合わせて 、もっと簡 単 に改 良

が で き ると思 われ る こと も多か った。新 聞記 事 のデ ー タベー ス化 の重 要性 を鑑 み 、

メー カーの積極的 なソ フ トの内部公 開の協 力を、求 めた い ところで もあった。

3.3新 たな る可能性 も見 えて きた

当事業 は、新 聞紙 面 をデ ジタルデー タベース化 し、全 文検 索 を可能 にす る ことで 、蓄

積 され た新 聞記事 を、広 く活用す る ことを 目的 と して いた。

したがって 、完成 され た成果物 は、まず 、新 聞社 での採用 ・使用 が検 討 された。現

時点 で も、 この成果 物は、性能内容 に関 しては、実用段 階 にある と判 断 されて いる。

ちなみ に、全面的 に記事提 供 を支援 して くれ た十勝 毎 日新 聞社で は、過去 の新 聞記事

の全文検索 システムの実施 を、コス ト判 断 による期 間設 定等 、検 討 されて いる。

次 の、当成果物 は、新 聞社で の使用 のほか、公共 的な場所 での使 用が考 え られ る。

現実 に、十勝管 内の複数 図書館 に説 明提示 した と ころ、導入 を積極 的に検討 した い と

い う回答を得 てい る。当事業 では、各 図書館 での予算範 囲内で、導入で きる 『十勝毎

日新 聞データベース』の実施範 囲を、 こう した公共施 設へ、提示す る計画で ある。

3.3.1可 能 性 の 一 つ は イ ン タ ー ネ ッ ト接 続

当事業で使 用 した、全文検索 エ ンジンが 、イ ンターネ ッ トで も使 える ことで、新 し

い可能性が拡 が った。われわれが構築 したデー タベースは、イ ンターネ ッ トを介 して、

外 部か ら簡 単 に利用で きるよ うに、発展 させる ことが可能で ある。 この ことで、閲覧

者 は、よ りいっそ うか んたん に、デー タベース を活用で きるよ うにな ると、予想 され

る。十勝 毎 日新 聞社で は、グルー プ企業 にOCTVと い う有線 テ レビ局 を擁 して い る。

この有線テ レビ局が 、イ ンターネ ッ トのプ ロバ イダー事業 に参入す る ことにな った。

この機 会 を利 し、十勝管 内の地域情報 流通 の活性化 のた めにも、有線テ レビ局 および

十勝毎 日新聞社へ 、当事業 『十勝 毎 日新 聞記 事デー タベース構築 』の全文検索 システ

ム の積極的使用 を、提案す る計画で ある。
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3.3.2も う 一つ の 可 能 性

新 聞紙面 に準 じたアナ ログデー タは、すべてデ ジタル データ化 できる見 通 しが立 っ

た ことで ある。膨大 な量 の公文書や 、延 々と累積 された歴史 的資料 も、当事 業の手法

を用 いれ ば、デジタルデー タベース構築が可能であ る とい う目安がつ け られ るよ うに

な った ことであ る。

3.3.3終 わ り に あ た っ て

当事業 では、十勝 毎 日新 聞記事 を元 に、データベー ス構築 を行 った。結果 としては、

まだ、い くつか 問題 を残 して はいる ものの、実用 に供す るデー タベースが構築で きた。

そ して、新 しい可能性 を示す ことも、できた。当事業 に、改 良 を加 え、継続 して、デー

タ量 を増や して い くことで 、高度情報化社 会 に不可欠な データベース にな る ことを、

確信 して、 この報告 を終え る。
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